
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年 

教科別授業概要（シラバス） 

今年度の授業の計画と内容 
 

令和７年度 

京都市立七条中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２学年 国語科の学習 

☆ 学習目標 ～国語の学習で“めざす”こと 

☆ 学習を進めるに当たって 

☆ 学習内容及び評価について 

学習計画 評価に当たって 

月 単元計画 
 

試

験 
評価観点 評価場面・方法 

４ 
 
 
５ 
 
 
６ 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
８ 
  
 
９ 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
12 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
２ 
 
 
３ 

見えないだけ 
広がる学びへ 
 アイスプラネット 
 枕草子 
漢字１ 熟語の構成 

テ
ス
ト
１ 
 

知
識
・
技
能 

 
〇話し言葉と書き言葉の特徴について
理解している。 
〇漢字を適切に読んだり書いたりし
て、文や文章で使えている。 
〇単語の活用や文の構成、話の構成や
展開について理解を深めている。 
〇類義語や対義語、同音異義語や多義
的な意味を表す語句などについて理解
し、語感を磨き語彙を豊かにしている。 
〇敬語の働きについて理解し、話や文
章の中で使えている。 
〇作品の特徴を生かして朗読するなど
して、古典の世界に親しんでいる。 
○現代語訳や語注などを手掛かりに作
品を読むことを通して、古典に表れた
ものの見方や考え方を知る。 
〇漢字の行書とそれに調和した仮名の
書き方を理解して、読みやすく速く書
いている。目的や必要に応じて、楷書
又は行書を選んで書いている。 

●言語についての 
問題 

●文法についての問
題 
●書写の作品 
●定期テスト 

多様な視点から 
 クマゼミ増加の原因を探る 
 文法１ 自立語 
言葉と向き合う  
短歌に親しむ 

 短歌を味わう 

 
テ
ス
ト
１ 
 

言葉の力 
言葉１ 類義語・対義語・多義語 

読書生活を豊かに 
 読書を楽しむ 
 翻訳作品を読み比べよう 
人間のきずな 
ヒューマノイド 

 字のない葉書 
 表現を工夫して書こう 
 言葉２ 敬語 
 漢字２ 同じ訓・音をもつ漢字 

 
 
 
テ
ス
ト
２ 
 

思
考
・
判
断
・
表
現 

 
〇互いの立場や考えを尊重しながら話
し合い、結論を導くために考えをまと
めている。 
〇根拠の適切さを考えて説明や具体例
を加えたり、表現の効果を考えて描写
したりするなど、自分の考えが伝わる
文章になるように、文章の構成や展開
を工夫している。 
〇内容や要旨を的確に捉えている。 
〇文章全体と部分との関係に注意しな
がら、主張と例示との関係や登場人物
の設定の仕方などを捉えている。 
 

●発表 
●意見交流や授業で 
の発言 

●ノート・プリント 
の内容 

●作文や意見文 
●読解問題 
●定期テスト 

 
論理を捉えて 
モアイは語る 
根拠の適切さを考えて書こう 

いにしえの心を訪ねる 
 平家物語 
 扇の的 
仁和寺にある法師 

 漢詩の風景 

 
 
テ
ス
ト
３ 
 
 

 
価値を語る 
 君は「最後の晩餐」を知っているか 

 思考のレッスン２具体と抽象 
 文法２ 用言の活用 
いつも本ｈそばに 
 「自分らしさ」を認め合う社会へ 
  父と話せば  
  ６千回のトライの先に 
表現を見つめる 
走れメロス 

 文法３ 付属語 
構成や展開を工夫して書こう 
言葉３ 話し言葉と書き言葉 
漢字３ 送り仮名 
国語の学びを振り返ろう 

 
 
 
 
テ
ス
ト
４ 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

 
○言葉がもつ価値に気付き、漢字を適
切に使い、語句や表現に注意して、文
章を読んだり書いたりしようとしてい
る。 
○文章を読んで理解したことや考えた
ことを知識や経験と結び付け、自分の
考えを広げたり深めたりしている。 
〇進んで読書をしようとしている。 
○日本の言語文化を大切にして、自分
の思いや考えを伝え合おうとしてい
る。 
〇授業ノートでは自分なりの考えや学
習を深められるようにメモ欄を充実さ
せている。 

●授業に取り組む 
姿勢（観察） 

●ノート・プリント 
の内容 

●課題や宿題等の 
提出物 

●定期テスト 
●暗唱テスト 
●振り返りシート 
 

 

（1）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、日本の言語文化に親しんだり理解したりす

ることができるようになろう。文字に対して関心を持ち、字形を整え、文字の大きさや配列などを理解

して、楷書や行書で書くことができるようになろう。（知識・技能） 

（2）論理的に考える力や共感したり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようになろう。目的や場面に応じ

て、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話す能力、内容を捉えながら聞く能力を身

に付けていこう。目的や意図に応じて、根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を

考えて描写したりするなど、構成を考えて的確に書く能力を身に付けていこう。様々な文章を読み、構

成や展開、表現から内容や要旨を的確に捉える能力を身に付けるとともに、読書を通して言葉に触れ、

ものの見方や考え方を広げていけるようにしよう。（思考・判断・表現） 

（3）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、日本の言語文化を大切にして、思いや考え

を伝え合おうとする態度を培おう。授業に意欲的に参加し、何事も積極的に取り組む姿勢を継続してい

こう。（主体的に学習に取り組む態度） 

教 

材 

教科書  国語２［光村図書］ 

副読本 漢字スキル２年［光村図書］ 

       国語活用資料集  [新学社]   

    つまずかない文法の学習 

持 

ち 

物 

・教科書/ファイル 

・赤ペン/蛍光ペン 

・漢字スキル２年 

・書写（教科書・習字道具） 

学 

習 

の 

進 

め 

方 

《確かな学力を身につけよう》 

○漢字スキルの活用、漢字小テストの実施を通して、漢字と語彙力を定着させていこう。 

○授業のめあて・目標を確認し、学習課題を捉え、読解、思考、発表、意見交流、メモを取る等の活動を

通して、自分の力を伸ばしていこう。 

○授業や単元の終わりに、学んだことや考えたこと等を書いて振り返ることで、理解を深めていこう。 

○ＧＩＧＡ端末を使い、情報の収集、作成したレポートの保存や交流等を通して学習を深めていこう。 

《家庭学習》 

○予習・・・読めない漢字、意味の分からない語句に印をつけながら、教科書を繰り返し音読しよう。 

      意味の分からない語句の意味調べをしておこう。 

○復習・・・ノートを見直し、授業内容を確認しておこう。 

ノートのメモ欄、自学ノートに学習内容をまとめよう。 

《定期テスト》 

〇漢字の読み書きは完璧にしておこう。語句の意味、文法などを徹底的に覚えよう。 

○授業で取り組んだノート・プリントを参考に、教科書本文を熟読し、内容を理解しておこう。 

〇単元プリントや練習プリント等を有効に活用し、たくさんの問題に挑戦し、問題に慣れておこう。 

学 

習 

の 

留 

意 

点 

○授業中は、よく話し、よく聞き、よく読み、よく書き、前向きな意欲をもって取り組もう。 

○自分の意見を持ち、積極的に発表しよう。意見交流を活発に行い、自分の考えを発表するとともに、友

人の考えも取り入れて、自分の考えをさらに深めよう。 

○ノートやプリントは黒板を写すだけでなく、先生の説明や発言内容、友人の意見、調べたこと、疑問に

思ったこと、気づいたことなども書いておこう。自分にとっての「宝物」になるようなノートを！ 

○課題や提出物は期限を守ろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 2 学年 数学の学習 

☆ 学習目標 ～数学の学習で“めざす”こと 

 

☆ 学習を進めるに当たって 

 

 

 

 

 

学習内容及び評価について 

学習計画 評価に当たって 

月 単元計画 
試 

験 
評価観点 評価場面・方法 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

 

12 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

〇式の計算 

 

 

〇連立方程式 

 

 

〇一次関数 

 

 

 

 

 

 

〇 図形の調べ方 

 

 

〇図形の性質と証明 

 

 

  

 

〇 場合の数と確率 

 

〇箱ひげ図とデータの活用 

 

 

 

第 1 

 

 

 

第 2 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 

 

 

 

 

第 4 

 

 

 

 

第 5 

知

識

・

技

能 

○ 数学的な基礎知識の必要性と意味を考

えようとしている。 

○ 事象を数学化したり、数学的に解釈し

たり数学的に表現・処理したりする技

能が身についている。 

●定期テスト 

●小テスト 

●確認テスト（リトライ

テスト） 

●休業明け課題テスト 

●ワークシート など 

●授業の様子 

(ペア活動，グループワ

ーク，発表，など) 

●課題への取り組み 

 

思

考

・

判

断

・

表

現 

○ 数学的な思考力・判断力を身につけ、

事象に潜む関係や法則を見出し、数学

的な推論の方法を用いて論理的に考察

する。 

 

●定期テスト 

●小テスト 

●確認テスト（リトライ

テスト） 

●休業明け課題テスト 

●ワークシート など 

●授業の様子 

(ペア活動，グループワ

ーク，発表，など) 

●課題への取り組み 

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度 

○ 自らの学習状況を把握し、学習の進め

方について試行錯誤するなど自らの学

習を調整しながら学ぼうとしている。 

○ 数学の良さを実感して粘り強く考え、

数学を生活や学習に生かそうとしてい

る。 

○ 問題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度、多様な考えを認

め、よりよく問題解決しようとしてい

る。 

●小テスト 

●確認テスト（リトライ

テスト） 

●休業明け課題テスト 

●ワークシート など 

●授業の様子 

(ペア活動，グループワ

ーク，発表，など) 

●課題への取り組み 

 

（1）（知識・技能） 

数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解すること共に，自称を数学化したり，

数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身につけるようにする。 

（2）（思考・判断・表現） 

   数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見出し統合的に・発展的に考察す

る力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

（3）（主体的に学習に取り組む態度） 

   数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，

問題解決の家庭を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。 

教 

材 

教科書  未来へ広がる数学 2 (啓林館) 

副教材 よくわかる数学の学習 2 

持 

物 

・教科書・ノート・筆記用具・ファイル A4・副教材 

学 

習 

の 

進 

め 

方 

《確かな学力を身につけよう》 

〇 計算問題を反復練習し、早く正確に解く力をつけよう。 

〇 わからない問題でもあきらめずに取り組もう。 

☆ 途中式をしっかり書くなど、考え方の過程を大切にし、表現する力をつけよう。 

 

《家庭学習》 

〇 よくわかる数学・授業ノート・課題プリントを中心に家庭学習を進めよう。 

〇 授業中に間違えた問題を途中式から考えてみよう。 

〇 不得意な範囲の問題は、教科書の例題からやり直してみよう。 

 

《定期テスト》 

〇 テスト勉強は ① 基本の確かめ   ② 教科書の例題、問、練習問題 

③ よくわかる数学の学習(副読本) ④ 章末問題    の順番で取り組もう。 

 

〇 授業で解いた問題は分かるまで反復練習しよう。 

学 

習 

の 

留 

意 

点 

○ ノートを写すとき、必要に応じて色ペンを使おう。 

○ 先生の話や人の発表などは、メモをとりながら聞こう。 

○ わからない問題は必ずそのままにせず、まずは自分でじっくり考え、それでも分からない場合は、 

先生や友達に聞いて、必ず解決しておこう。 

○ 何度も何度も繰り返し問題を解くことで、習った知識を定着させよう。 

○ 問題を解くときは、途中の考え方も書くようにしよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


